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研究成果の概要（和文）：本研究では、中国、台湾、ロシア、日本の諸文書館に所蔵されている、溥儀関係の文
書を収集し、「溥儀文書」の輪郭とその規模を浮かび上がらせることができた。研究代表者が、関係諸国の公文
書館に所蔵される膨大な史料を精査し、新たに発見された資料に基づいて、溥儀の年譜の不明部分をうめた。そ
の上で、本研究は中国による領土の維持、「辺境」民族の自立を求める運動、植民地の開拓（日本）、極東地域
の勢力を均衡させようとする大国（ソ連）の思惑の相互作用のコンテキストの中で、溥儀の生涯と満洲国史、さ
らには北東アジア史を新たに考察し、溥儀のモンゴル人との政略結婚やそのシベリア抑留、東京裁判への出廷等
の出来事を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study attempts to reconstruct Pu Yi-related archives through the 
collection of relevant records owned by archives offices in China, Taiwan, Russia, and Japan. The 
Principal Researcher and Co-Investigator, among the objects of this study, minutely examined 
historical materials from archives in the countries concerned, and based on recently found 
materials, have determined previously unknown aspects of Pu Yi’s chronology. Pertinent contextual 
elements of this research include the territories maintained by China, independence movements by 
frontier ethnic groups, the planting of colonies by Japan, and the role of the Soviet Union and The 
United States in the balance of power in the international environment of the Far East. Other 
reconsidered events and circumstances during Pu Yi’s lifetime include the histories of Manchukuo 
and Northeast Asia, a clarification of Pu Yi’s political marriage with Mongolia, the Siberia 
detentions, and the Tokyo War Crimes Tribunal.

研究分野：地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
満洲は20世紀前半、さまざまな勢力による緊張をはらんだ場所であった。溥儀はその頂点に立つシンボルであ
る。「溥儀文書」から、満洲国史、さらに北東アジア史を再構成することによって、新たな成果がうまれるはず
だと信ずる。極めて必要性が高いにもかかわらず、いまだ、中国でも日本でも展開されていないこの研究には国
際的にも熱い視線が注がれるであろう。
本研究は、植民地研究に新たな視点を提供しうると同時に、日中露関係史の理解にも有益だと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 清朝、中華民国、満洲国、シベリア抑留、中華人民共和国といった時代を経験した最も重要な
人物溥儀については、これまで単なる「ラストエンペラー」、「悲劇の皇帝」として理解されてき
た。従来の伝統的で、型通りの「溥儀研究」は結論が最初に置かれるために、研究はそこで行き
止まり、それ以上の発展はあまりない。溥儀研究の限界は、次の 2点による。第 1に、異なる勢
力と妥協せざるをえなかった、異なる時代をいきた溥儀にかかわる資料は、中国、日本、ロシア、
台湾のいずれにとっても、デリケートな性格をもち、タブーに近いものになっており、ほとんど
利用されていない。第 2 に、いわゆる清朝の最後の皇帝という「封建性」と満洲国皇帝という
「傀儡性」によって、ほとんどの研究者の立場は大国の利害の観点から溥儀を見るにとどまるか
らである。 
 研究開始当初は、さまざまな視点から溥儀の生涯とその時代をより深く掘り下げることによ
って、溥儀に対する新たな認識が開かれるようになっていた。しかし、中国における溥儀研究は、
「封建代表」「傀儡皇帝」に対する批判と「改造」された「公民」溥儀に対する称賛という二つ
の構図からぬけだせない。すなわち、清朝のおおくの遺産を「継承」した中国は、最期をむかえ
た、清末政府のいわゆる「弱体無能」や「封建性」「腐敗性」、および「張勲復辟」に応じた溥儀、
日本との協力、とりわけ満洲国の皇帝となった溥儀を批判する一方、中華人民共和国により「改
造」された「公民」溥儀は、かえって、たたえられているのである。 
日本は当事国にもかかわらず、長い間、溥儀に関する研究は主にその伝記の整理にとどまり、
溥儀なりの主体性と当時の社会状況への注目もある程度取り組んでいるが、深く掘り下げられ
てはいない。 
研究代表者は、ハルハ河・ノモンハン戦争と日本人のモンゴル抑留についての研究（ボルジギ
ン・フスレ『日本人のモンゴル抑留とその背景』三元社、2017 年。同『モンゴル・ロシア・中国
の新史料から読み解くハルハ河・ノモンハン戦争』三元社、2020 年）をすすめるなかで、中国第
一歴史档案館や溥儀研究院、国立ロシア連邦文書館、国史館など中国、ロシア、台湾の諸文書館、
博物館に所蔵されている、これまであまり知られていない、溥儀に関する極秘資料の所在をあき
らかにし、同研究に着手しはじめた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、中国、台湾、ロシア、日本、モンゴルの諸文書館に所蔵されている、これまで利
用されてこなかった溥儀関係の文書を収集し、「溥儀文書」を再構築するうえで、中華帝国の領
土の維持と「辺境」民族の自立をもとめる運動（満洲人・モンゴル人）、植民地開拓（日本）、極
東地域の勢力を均衡させようとする大国（ソ連）の相互作用のコンテキストのなかで、溥儀の生
涯と満洲国史、さらに北東アジア史をあらたに考察することを目的とした。本研究は、膨大な断
絶された史料を一つの展望のもとに生産的に統合し、溥儀を単なる傀儡皇帝ではなく、近代以降、
清朝・中国の長期にわたる変化のなかの代表的人物としてとらえ、その全体像を解き明かし、20
世紀前半の北東アジアの秩序の形成と維持という観点から、日本、満洲国、中国、旧ソ連（ロシ
ア）、アメリカの役割をよみなおそうとするものである。 
 満洲は 20 世紀前半、さまざまな勢力による緊張をはらんだ場所であった。溥儀はその頂点に
立つシンボルである。「溥儀文書」から、満洲国史、さらに北東アジア史を再構成することによ
って、新たな成果がうまれるはずだと信ずる。極めて必要性が高いにもかかわらず、いまだ、中
国でも日本でも展開されていないこの研究には国際的にも熱い視線が注がれるであろう。 
 
３．研究の方法 
 本研究において中核をなすものは、多分野にわたる豊かな経験を有する専門家の協力のもと
での、中国、台湾、ロシア、日本、モンゴルの溥儀関係の文書の徹底的な収集と分析である。 
研究代表者と連携研究者が研究目的にそって、関係諸国の公文書館に所蔵される史料を精査
し、新たに発見された資料にもとづいて溥儀とかかわる出来事やその年譜の不明部分をうめ、溥
儀文書の全体像を明らかにした。 
 溥儀は異なる時代、異なる勢力と関係を持っていたため、溥儀に関する文書はそれぞれの国の
公文書館に所蔵されている。宣統帝（1908～1912 年）としての溥儀の資料は主に北京の中国第
一歴史档案館（文書館、以下同）に所蔵されている。同档案館には「溥儀档案」という項目を設
けられており、「小朝廷」（1912～1924 年）の資料を中心に、溥儀の「天津時代」（1924～1931 年）
の資料も加え、約 41万 1958 件の資料が所蔵されている。台湾の国史館には宣統皇帝、「小朝廷」
と関わる資料が所蔵されている。溥儀の満洲国皇帝（1932～1945 年）としての資料は、南京の
中国第二歴史档案館や長春の吉林省档案館、偽満皇宮博物院、溥儀研究院、遼寧省档案館のほか
に、台湾の中央研究院近代史研究所档案館、国史館も一部を所蔵している。溥儀のシベリア抑留
（1945～1950 年）の一次資料はロシアの国立ロシア連邦文書館や社会政治史文書館、対外政策
文書館などの文書館に所蔵されている。台湾の中央研究院近代史研究所档案館と国史館には、第
二次世界大戦後の溥儀の行方、その財産を追う中国国民党の軍や諜報部門の資料、東京裁判や溥
儀の送還をめぐる中華民国政府とソ連、アメリカの交渉の資料が残されている。北京の中国外交
部档案館には、1950 年の溥儀の送還に関する中ソ関係の資料、中央档案館、偽満皇宮博物院に
は溥儀が撫順戦犯管理所にいた時（1950～1959 年）の資料が所蔵されている。日本の外務省外
交史料館などには、上記各時代の溥儀とかかわった日本政府や軍部などの資料が収録されてい



る。 
 
４．研究成果 
 ①本研究は、「溥儀文書」を中国、台湾、ロシア、日本、モンゴルの諸文書館、博物館などで
収集することができ、「溥儀文書」の輪郭と規模を浮かび上がせることができた。とりわけロシ
アでの調査では、予想をこえた重要な史料を発見し、収集することができた。本研究成果の一部
は「溥儀の財宝 150 点の写真」「最後の皇帝 悲哀の輝き」というタイトルの記事で、『読売新聞』
（2018 年 3月 20 日）により報道された。 
 ②これまで、溥儀とダグール・モンゴル人ゴブロ・婉容（1906～1946 年）、Erkhet モンゴル人
文綉（1909～1953 年）の結婚について、いずれも「偶然」の出来事として認識されてきた。本研
究によれば、清朝を復興するには、さまざまな勢力の支持を得る必要があると認識した溥儀は頻
繁に、清朝の旧臣やモンゴルの王公と交流するようになった。溥儀と婉容、文綉との結婚は、偶
然の出来事ではなく、大清王朝とモンゴル貴族の通婚の継続であり、戦略的な目的を持っていた
ことを明らかにした。地理的に、満洲国の領土の約半分はモンゴル人が居住する地域（内モンゴ
ル東部とフルンボイル）により構成されていたこと、満洲国時代、行政・軍事・法律・宗教など
において、満洲人とモンゴル人は黙契を交わしており、モンゴル人は高度の自治をも享受してい
たこと、満洲国の成立とその維持において、興安 4省（のちの興安総省）というモンゴル地域・
モンゴル人の存在が重要であったことを、指摘した。 
③「凌陞事件」および「ノモンハン事件（ハルハ河・ノモンハン戦争）」における日本・満洲
国軍の敗北は、溥儀に大きな打撃を与えたと指摘した。 
 ④本研究は、また、溥儀におけるシベリア抑留は、ソ連・日本・中国・アメリカといった大国
の角逐の結果であり、極東国際軍事裁判は、大国の極東地域をめぐる角逐、対話の代表的舞台と
なり、溥儀の出廷は、こうした大国の角逐の縮図であった、さらに大国に操られ、翻弄されなが
らも、溥儀はその激動の時代を生きたのであると結論づけている。 
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